
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

　映画「�ト�ン�ト�ンギコギコ図工の時�間」の生みの母�

と�し�ては、中学の美術も�心弾む時間であってほ�し�い�

と願っています。な�のに、この春中学生に�なった息�

子が「図工は楽�し�かったのにね、美�術ってチョーつ�

ま�ん�な�い�。�」「絵�も�描�か�な�いし�、覚�え�る�こ�と�ば�か�り�

で�面�白�く�な�い�。�」と�ぶ�ー�た�れ�る�の�で、「１�学�期�は�基�

礎知識で、２学期に�描いたりつくったり楽�し�いこと�

あ�る�んじ�ゃ�な�い�。�」と�明�る�く�言�い�ま�し�た。だ�っ�て�カ�

アチャンは、素敵な�美術の時間をいろいろ�知ってい�

るのだ。�

　過日滋賀県に行き�、美術の時間に希望を�蘇らせ、�

目を輝かせている中�学生と出会いま�し�た。彼らは児�

童自立支援施設の子�どもたちです。それぞ�れが皆、�

深刻な非行歴と不安�定な家庭環境をかかえ�ていま�し�

た。�

　両親が刑務所に服�役中であろうとも自立�し�て生き�

ていく道をさがす学�園の美術の時間と、高�校受験の�

内申点を左右する普�通校の美術の時間を、�並列に語�

ることはできません�。それでもわた�し�は、その美術�

室でぐっと確信�し�ま�し�た。「思春期の子ど�もの教育�

にアー�ト�クラスがあって良かっ�た。人間にアー�ト�が�

あって良かった。�」�と。この確信を与えて�くれた子ど�

もたちと美術の先�生に感謝�し�ています。�

　紙と布を使った�立体で等身大の�ド�レ�スを作ってい�

る女の子も、精密�な点描で龍の絵を描い�ている男の�

子も、とにかく自�分の思いを形に表すこ�とに夢中で�

し�た。犯�し�た罪や家庭での惨�い日々をつき抜けるよ�

うな魂の光が見え�るようで�し�た。�

　着任�し�て十数年、�すでに60歳を越える女の先�生の�

忍耐とパワーは敬�服に値�し�ます。集中力をなく�し�、�

停滞�し�たり暴走�し�たり�し�そうな子がいれば、絶�妙な�

言葉のやりとりを�通�し�て、達成�し�自信を持てるよう�

に助けるのです。�盗みを�し�ながら生きぬいてき�た子�

もいます。そのエ�ネルギーとも丁々発止�でやりあう�

のですから騒ぎも�あり、タイヘン。その�中で、明度�

や彩度あるいは描�写の方法といった知識�も、個々の�

創作の途上で具体�的に教えていま�し�た。刃物を使う�

作業もあり、まさ�に命がけの授業です。�

　この話は息子に�は�し�ていません。だっ�て「オ�レ�に�

はカンケイない�じ�ゃん。�」�て言われますから。も�うす�

ぐ２学期。�「カアチャンの嘘つき�」�と言われませんよ�

うに。� （のなか　まりこ）�
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　新�し�く望ま�し�い教育の目標や価値に向かってさまざまな立場の考えが集約されると�

きには、�「おもい」�や�「共感的支援」�がそうであったように、観念的であっても得て�し�

て平�易、曖�昧、解�釈�に�幅�を�持�つ�提�案�が�繰�り返�し�な�さ�れ�る。対�象�が�教�育�現�場�で�あ�れば、�

どのような状況や読み取り方にも対応�し�なければならない。�

　なおかつ、これから教員になろうとする学生や就職�し�たての新人に対�し�ても、ある�

いは何十年のベテランに対�し�ても、それなりの注目度を高めること、また理想的で多�

義的でそれとなく未来志向の言葉を使用�し�たほうが多種の議論を誘発させ、衆目を集�

めることになるという付加価値的な性格をその使命と�し�て持ち合わせているからであ�

ろう。�

　�し�か�し�、例えば「イメージ」といった日常的にも多義な言葉を教育言語と�し�て多用�

されると、皮相的な読みでは先に進まない。�し�かも、学術書のように原注があって解�

釈するのではない。�「自分なりのイメージをもつ」�、�「自分のイメージをもつ」�こととは�

どういうことなのか。脳内の神経活動の�レ�ベルからとらえようとするのか、行動�レ�ベ�

ルか�ら�と�ら�えよ�う�と�す�る�のか、よ�り�マ�ク�ロ�な社�会�的�視�点か�ら�と�ら�え�よう�と�す�る�の�か、�

あるいは指導される前と指導後のイメージはどのように違うのか、よりよく自分のイ�

メージをもつためにはどう�し�たらよいか、などといった課題に応えるような認知的あ�

るいは臨床的にとらえた研究のパラダイムが示されているわけでもない。�

　�し�たがって、おおよそ読んで得をするとか、読まなかったから損をするというもの�

ではないけれども、解説を読み、教育実践に携わるには、頻繁に現れるキーワー�ド�に�

呪縛されるとか、逆に単純な批判に終始することなく、拠るべき規範にバランスを取�

り、幅広い解釈と自分なりの適切な判断が望まれる。�

だから、造形教育

新学習指導要領を読む　―　Part2

イ�メ�ー�ジ�の�イ�メ�ー�ジ�、�解説の解�説�

「�カ�ア�チ�ャ�ン�の�嘘�つ�き�」�
と�言�わ�れ�ま�せ�ん�よ�う�に�

「トントンギコギコ図工の時間」より�

※「トントンギコギコ図工の時間」のフィ�
　ルムのお貸し出し、DVDのお求めは�
　トンギコ事務所へ。�
　www.tontongikogiko.com
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『�小学校学習指導要領�解�説 図画工作編』�を�読�み�解�く�

第4回　新学習指導要�領を読む　�―　�Part2

　�「小学校学習指導要領�解説　図画工作編」�が文部�

科学省のホームページに�７月１日にアップされ、�

また８月31日に解説書と�付録からなる書籍が発行�

された。�

　解説書は４章立てであ�る。第１章は「総説」で�

あるが、改訂の経緯、改�訂の基本方針、改訂の要�

点など、図画工作科の新�学習指導要領を読み取っ�

ていく上で大切なキーワ�ー�ド�が詰まっている。�

　第２章は「図画工作科�の目標及び内容」である。�

第１章�「�総説」�「改訂の基本方針」�を受けた�「改善�

の具体的事項」に、�

　この項は、学習指導要領�の最も根幹となる、育�

てたい資質や能力�（教育課題／目標）�を示�し�た部分�

である。それらを上記のよ�うに三つの箇条書きに�

書き直�し�てみるとわかりやすくな�る。�

　�「�（�ア�）�育成�す�る�資�質や�能�力�を整�理�し�、表�現�や�

鑑賞の過程で働く力を明確�にするとともに、�そ�

れ�ら�が�関�連し�て�働�く�よ�う�に�内�容�の�改�善�を�図�る。�

ま�た、児�童�が�自�ら�の�行�為�や�感�覚�を�も�と�に�形�や�

色、�イメージなどを活用�し�て活動することがで�

きるように、�領域や項目などを通�し�て共通に働�

く資質や能力を〔共通事項�〕と�し�て示す。�」�

とある。�

　第２章は、この基本方�針に集約されているよう�

に、�「目標」や「内容」�、あるいは〔共通事項�〕な�

どについて、文言の意味�や根拠などをできるだけ�

客観的に説明�し�ようとする意図が示さ�れた部分で�

ある。もちろん、こう�し�た姿勢は今回の解説書全�

体に貫かれているもので�あり、高く評価�し�たいと�

ころである。造形教育の�理論や文言の使い方は雰�

囲気的に流れがちな傾向�があり、その解釈が曖昧�

になったり、わかりにく�かったりするようなこと�

も見られるからである。�

　今回の新学習指導要領�は、基本的に現行の学習�

指導要領を踏襲�し�たものであり、大きな内容�の改�

訂はない。前述�し�たように、改訂の基本�方針は、�

現行の学習指導要領をより�わかりやすく整理�し�、�

説明することであるとする�なら、この第２章は解�

説書の骨格となる最も重要�な部分と考えられよう。�

　第３章は「各学年の目標�及び内容」で、第２章�

の細目であり、第４章は「�指導計画の作成と内容�

の取扱い」となっている。�これらは現行の学習指�

導要領の意味内容と本質的�に変わっていない。�

　そこで、ここでは学習指�導要領改訂のポイン�ト�

となる第１章と第２章の解�説を中心に、図画工作�

科学習指導要領の本質を読�み解いていくことにす�

る。�

　平�成�20年�１�月�の�中�央�教�育�審�議�会�の�答�申、�「小�学�

校、中学校及び高等学校を�通�じ�る図画工作科、美�

術科、芸術科�（美術、工芸）�の改善の基本方針」に�

ついて、重要な部分である�ので整理�し�、確認�し�て�

おくことにする。�

宮崎大学教育文化学�部教授　�佐々木　�達行�

○図画工作科、�美術科、�芸術科�（美術、�工芸）�に�

ついては、その課題を踏ま�え、�

　・創造することの楽�し�さを感�じ�るとともに、�

　・思考・判断�し�、�表現するなどの造形的�な創�

造活動の基礎的な能力を�育てること、�

　・生活の中の造形や美術の�働き、�美術文化に�

関心をもって、�生涯にわたり主体的に�かか�

わっていく態度をはぐく�むこと�

　などを重視する。�

1．は�じ�めに�

2．�総説、�「図画工作科の基本方針」�を�読�む�

○このため、�子どもの発達の段階に応じ�て、�各�

学校段階の内容の連続性に�配慮�し�、�育成する�

資�質�や�能�力�と�学�習�内�容�と�の�関�係�を�明�確�に�す�

るとともに、�小学校図画工作科、�中学校美術�

科�に�お�い�て�領�域�や�項�目�な�ど�を�通�し�て�共�通�に�

働く資質や能力を整理�し�、�〔共通事項〕�と�し�て�

示す。�

　この項は上記項目を受け�、義務教育と�し�ての小�

中一貫教育、あるいは造形�教育の教育課題／目標�

を共通の資質や能力と�し�てとらえ、�〔共通事項〕�と�

し�て整理�し�ようとするものである�。�

　現行では小中の教育課題�／目標等の設定に多少�

のずれがあったものを統一�し�ようとする試みで、�

今後の義務教育と�し�ての造形教育のあり方に多�大�

な影響を及ぼすことにもな�ることが予想される。�

それだけに義務教育と�し�ての造形教育の根拠や�必�

然となるような資質や能力�を示�し�ていくことが重�

要であると考えられる。�

　 授�業�構�成�（�授�業�づ�く�り�）�や�学�習�指�導�案�作�成�等�に�

あたっては、授業内容に合�わせたより具体的な資�

質や能力と�し�て示�し�ていくことが求められよう�。�

そう�し�た具体的な資質や能力の積�み上げこそが、�

義務教育と�し�ての小・中学校の造形教育�の根拠や�

必然と�し�て意味づけ、価値づけら�れることにつな�

がるからである。�

○�創�造�性�を�は�ぐ�く�む�造�形�体�験�の�充�実�を�図�り�な�

がら、�

　・�形�や�色�な�ど�に�よ�る�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�

通�し�て、�

　・�生�活�や�社�会�と�豊�か�に�か�か�わ�る�態�度�を�は�ぐ�

くみ、�

　・�生�活�を�美�し�く�豊�か�に�す�る�造�形�や�美�術�の�働�

きを実感させる�

　ような指導を重視する。�

　この項目の結びは「指導�を重視する」となって�

いるが、内容を上記のよう�に箇条書きにすると、�

育てたい三つの資質や能力�（教育課題／目標）�が示�

されていると解釈すること�もできる。�

　実は文言の解釈と�し�て「指導内容」と「資質�や�

能力�（教育課題／目標）�」は背中合わせの関係に�あ�

ることが多い。�例えば、�「形や色などによるコミ�ュ�

ニケーションを通�し�て」�は、�「○○を通�し�て」�とあ�

るように指導内容と�し�て表されているが、それは�

また「形や色などによるコミ�ュニケーションの能�

力を育てる」という意味も含�まれると考えられる。�

表現活動自体の中に育てたい�資質や能力が含まれ�

るからである。�

○�・�よ�さ�や�美し�さ�を�鑑�賞�す�る�喜�び�を�味�わ�う�よ�

うにするとともに、�

　・�感�じ�取�る�力�や�思�考�す�る�力�を�一�層�豊�か�に�育�

てるために、自分の思いを�語り合ったり、�

　・�自�分�の�価�値�意�識�を�も�っ�て�批�評�し�合�っ�た�り�

するなど、�

　鑑賞の指導を重視する�。�

　この項目も「鑑賞の指導を�重視する」とあるが、�

育てたい三つの資質や能力�（教育課題／目標）�と言�

い換えることもできる。�

○�・�美�術�文�化�の�継�承�と�創�造�へ�の�関�心�を�高�め�る�

ために、�

　・�作�品�な�ど�の�よ�さ�や�美し�さ�を�主�体�的�に�味�わ�

う活動や、�

　・我が国の美術や文化�

　に関する指導を重視す�る。�

　この項目も内容を整理する�と、育てたい三つの�

資質や能力�（教育課題／目標）�でもあることがわか�

る。�

　以上、改善の基本方針を整�理すると、それぞれ�

の指導内容の中にはさまざま�な育てたい資質や能�

力�（教育課題／目標）�が含まれていることが�わかる。�

　指導内容は、育てたい資質�や能力でもあり、そ�

れらは教育課題／目標そのも�のにもなり得ること�

を確認�し�ておこう。�
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　�「Ｂ鑑賞」�を�「�（1）�作品などを鑑賞する活�動を�

通�し�て、�次の事項を指導する。�」�と�し�て、�鑑賞の�

能力や言語活動の観点から整�理�し�て示す。�

　�〔共通事項〕�は資質や能力であるとする�と、これ�

らは内容領域に入れるより�も目標のほうに入れた�

ほうがわかりやすいかも�し�れない。�

　先にも述べたように、�〔共通事項〕�は小・中学校�

における義務教育と�し�ての造形教育の根拠や必�然�

となるような資質や能力を�示�し�ていくことが重要�

である。�

　ここでの「感覚」とは、�造形感覚を中心に、そ�

の他、さまざまな感覚を意�味するものと考えられ�

る。造形感覚とは、視覚と�触覚を基に�し�た色彩感�

覚や形態感覚、触感覚を含�む感覚である。�

　造形感覚を養うとは、こ�れらの感覚を使い、働�

かせることから、より鋭敏�に感覚を研ぎ澄ますこ�

とである。これは「造形的�なものの見方や考え方、�

感�じ�方を養う。�」�、�あるいは、�「発想や構想の能力を�

養う。�」�と、おおよそ言い換えるこ�ともできるだろ�

う。�

　また、その他の感覚とは�、聴覚、味覚、嗅覚な�

どがある。例えば、聴覚は�言語感覚�（国語）�や音感�

覚�（音楽）�などを含むものである。�各教科は、それ�

ぞれ特有の感覚を養うこと�を一つの課題と�し�てい�

ると言えよう。�し�か�し�、造形表現でも、これら�の�

感覚を活動に取り入れるこ�とができるだろう。�

　すなわち「感覚や活動を�通�し�て」は、広く、深�

くとらえることができる意�味や内容をもっている。�

こう�し�たことを視野に入れておく�ことが大切であ�

る。�

　さて、造形表現活動は、�さまざまな工夫により�

どこまで子どもの感覚を広�げ、研ぎ澄ませ、さら�

にイメージをふくらませる�ことができるだろうか。�

ここにもさまざまな視点か�ら新たな課題が見えて�

　�「表�現�及�び�鑑賞�の�各�活�動�にお�い�て、共�通�に�必�

要�と�な�る�資�質�や�能�力�を〔共�通�事�項〕とし�て�示�

す。�指導において、�自分の感覚や活動を通�し�て�

形や色、�動きや奥行きなどの造形�的な特徴をと�

らえ、�これを基に自分のイメージ�をもつことが�

十分に行われるようにす�る。�」�

て、次の事項を指導する。�」�では、低学年から�「工�

作」という文言に統一され�たり�し�ている。これら�

は内容がわかりやすく整理�されたところである。�

　ま�た、特�徴�的�な�の�は、�「Ａ�表�現�（�1）�（�2）�」の�内�容�

を、学年の目標と�し�て位置づけた「発想や構想�の�

能力と創造的な技能の観点�から整理する。�」�と�し�た�

ことである。�

　�「Ａ表現�（1）�（2）�」�の内容をその本質と�し�ての造形�

性に焦点を当て、�「発想や構想の能力」�と�「創造的�

な技能」に絞り込んで整理�し�ようとする試みであ�

ろう。�

　目標と�し�ての「造形への関心や意欲、�態度」と�

「鑑賞の能力」は、すべて�の活動内容にかかわる�

ことでもあると同時に、相�対的な価値要素を多く�

含むため、個人内的に見る�資質や能力、評価とな�

る�傾�向�が�強�く�表�れ�る�部�分�で�も�あ�る。�「Ａ�表�現�（�1）�

（2）�」�は、これらを省いて整理する�ことで内容の明�

確化を図ろうとするもので�あろう。�

　�「Ａ表現」�を�「発想や構想の能力」�と�「創造的な�

技能」との二つの資質や能�力だけでまとめきれる�

かどうかは課題と�し�て残るが、わかりやすくま�と�

めるということでは理解で�きる。�

　また、これら二つの資質�や能力について、現場�

での授業実践などを通�し�て実証的に分析、整理�、�

蓄積するなどの実践研究が�求められている。�

②鑑賞領域の内容構�成の改善�

　�「鑑賞の能力」�は、４観点の資質や能力�の一つで�

ある。また、�「言語活動」�は、新たに付け加えら�れ�

た観点である。�

　これは、�「エ　言語活動の充実�」�に、�「�『Ｂ鑑賞』�

の各学年の内容に�『話�し�たり、�聞いたりする』�、�『話�

し�合ったりする』�などの学習活動を位置付�ける。�」�

と繰り返�し�述べられている。�

　これらはどのような授業�と�し�て行うか、大切な�

課題ともなろう。造形活動�と�し�ての表現と言語活�

動と�し�ての表現の相違と共通は何�か。造形活動の�

特性を生か�し�ながら言語活動をどのよう�に取り入�

れるか。それらの活動を通�し�て、どのような資質�

や能力を育てるのか。逆に�達成すべき資質や能力�

の違いにより、鑑賞活動は�どのように違ったもの�

になるかなど、興味深い課�題が尽きることがない。�

実践研究を通�し�て検証�し�ていくことが現場に求�め�

られている。�

③�［共通事項］の新�設�

くる。現場での実践研究を積�み重ねていくことが�

期待されるところである。�

④材料や用具の取扱い�や鑑賞指導における�美術館�

等との連携�

　�「材料や用具の取扱い」は�、�「内容」から切り離�

され、�「第４章　指導計画の作�成と内容の取扱い」�

にまとめて示されている。こ�れも「内容」が明確�

に整理されてわかりやすくな�った要因の一つでも�

ある。それはまた、造形活動�を通�し�た教育は子ど�

もの資質や能力を養うための�もので、材料や用具�

は脇役であることを意味�し�ているのかも�し�れない。�

　�「鑑賞指導における美術館�等との連携」�について�

は、�「必要がある場合には、�児童や学校の実態に応�

じ�て、�独立�し�て行うようにすること。�」�、�また、�「美�

術�館�な�ど�を�利�用�し�た�り、連�携�を�図�っ�た�り�す�る�こ�

と。�」など、�「言語活動」も含め、鑑�賞指導の充実�

を指示�し�ている。�

　解説書は全体を通�し�て目標や内容等について、�

一つ一つの文言をとらえなが�ら、丁寧に噛んで含�

めるように書かれている。�

　解説書を書き上げた奥村教�科調査官の感想の中�

に次のような一文が綴られて�いた。�

　�「一行一行に子どもの姿を�思い浮かべながら、�全�

国の先生方を元気づけるよう�に、子どもの存在を�

大切にするようにと願いを込�めて書きま�し�た。�」�

　手渡された学習指導要領に�魂を入れるのは、ま�

さに現場の先生方である。子�どもを見つめながら、�

育てたい資質や能力を掲げ、�豊かな実践を積み重�

ねていただけたらと願う次第�である。�

（ささき　たつゆき）�

（1）�「�（Ⅰ）�目標の改善」に�ついて�

　教科の目標では、新た�に�「感性を働かせながら」�

が加わったことが説明さ�れている。この「感性」�

は、造形教育と他教科と�の違いや特性を浮き彫り�

にするために象徴的、戦�略的な文言と�し�て入れた�

ものであると解釈�し�ている。私は前に「感性�」を�

研究テーマと�し�たことがあるが、�「感性」�と育てた�

い資質や能力、表現内容�等の関係を理論的に説明�

するのはなかなか難�し�い。日常の授業や研究�では�

慎重に扱いたい文言であ�る。�

　学年の目標では、造形�への関心や意欲、態度、�

発想や構想の能力、創造�的な技能、鑑賞の能力、�

といった観点別評価規準�の文言が、そのまま育て�

たい資質や能力と�し�て明確に示された。これ�は非�

常に意味深いことである�。�

　観点別評価規準は、指�導要録等の評価に対する�

説明責任を果たすべき規�準と�し�て設定されたもの�

であり、学習指導要領の�目標との相関関係は曖昧�

であった。学習指導要領�と�し�ての目標と評価、指�

導要録と�し�ての評価規準との関係に矛�盾が生�じ�る�

ことがあったのである。�それは学習指導要領の目�

標と�し�て記載されていない文言�や内容が評価規準�

と�し�て突然現れるということで�ある。目標と評価�

の乖離という矛盾である�。�

　新学習指導要領の目標�と�し�て４観点が新たに位�

置づけられたことは、取�り敢えず授業構造論や授�

業方法論と�し�ての矛盾を解消すること�になる。こ�

こにも「育成する資質や�能力を整理�し�、表現や鑑�

賞の過程で働く力を明確�にする…」とする姿勢が�

読み取れる。こう�し�たことはあまり述べられ�てい�

ないようだが、高く評価�すべき改訂点であると思�

う。�

（2）�「�（Ⅱ）�内容の改善」に�ついて�

　表現内容領域は、現行�の学習指導要領と同様に、�

「Ａ表現�（1）�」�「Ａ表現�（2）�」�「Ｂ鑑賞�（1）�」�と変わら�

ない。�

①表現領域の内容�構成の改善�

　�「Ａ表現�（1）�材料を基に造形遊びをす�る活動を通�

し�て、次の事項を指導する。�」�とあるように�「造形�

遊び」�という文言を明確に規定�し�たり、�「Ａ表現�（2）�

表�し�たいことを絵や立体、工作�に表す活動を通�し�

3．�　�総説、�「図画工作科改訂の要点」�を�読�む�
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特　�集�だから、造形教育 第4回　新学習指導要�領を読む　�―　�Part2

　今回の学習指導要領改�訂に向けての審議が、平�

成17年２月の文部科学大�臣からの中央教育審議会�

への諮問「21世紀を生き�る子どもたちの教育の充�

実」に始まるという点で�は今までの経過と大きな�

違いはない。�

　�し�か�し�ながら、そこから平成20年１�月の「学習�

指導要領の改善について�」の中央教育審議会答申�

までの３年間には、�「第三の教育改革」�の掛け声と�

ともに始まった�「教育基本法」�「学校教育法」�など�

の改正や各種制度改革、�そ�し�てPISA調査結果など�

による低学力問題の加熱�、全国学力・学習状況調�

査�（全国学力テス�ト�）�による学力観の固定化な�ど、�

今までとは違った社会的�要請が一層強く働いてい�

る。�

　このような状況を踏ま�えて、上記の中央教育審�

議会答申では次のような�学習指導要領改善の方向�

が示された。�

①改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂�
②「生きる力」という理念の共有�
③基礎的・基本的な知識・技能の習得�
④思考力・判断力・表現力等の育成�
⑤確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保�
⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立�
⑦豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実�

『中学校学習指導要領解説　�美術編』�を�読�み�解�く�

　また、言語に関する能�力がすべての学習の基盤�

となること、体験活動な�どを通�し�て他者や環境な�

どと関わる中で共に生き�る自信を育むことなどが�

提言された。�

　さらに本答申は、�「小学校図画工作科、�中学校美�

術科、高等学校芸術科�（美術・工芸）�の改善の基本�

方針」と、その方針の下�に「中学校美術科の改善�

の具体的事項」を次のよ�うに提示�し�ている。�

［改善の基本方針］�（要約）�
○創造する楽�し�さとともに、�思考・判断�し�、�表現するなどの造�
形的�な�創造�活�動の�基�礎的�な�能�力の�育�成。生活�の�中の�造�形や�
美術の働き、�美術文化に関心をもち、�生涯にわたり主体的に�
かかわっていく態度をはぐくむことの重視�。�

○子�ども�の�発達�段階�に�応�じ�た�各学�校段�階�の内�容の�連�続性�に�配�
慮。�育成する資質や能力と学習内容との関係の明確化。�領域�
や項�目�など�を�通�し�て�共通�に�働�く資�質�や能�力�を整�理�し�た〔共�
通事項〕の提示。�

○創�造性�を�はぐ�く�む�造形�体�験の�充�実。色や�形�によ�る�コミ�ュ�ニ�
ケー�シ�ョン�を�通�し�た、生�活や�社�会�と豊�か�にか�か�わる�態�度の�
育成。生�活�を美�し�く豊�か�にす�る�造�形や�美�術の�働�きを�実�感さ�
せる指導の重視。�

○鑑�賞す�る�喜び�と�と�もに、感じ�取る�力�や思�考�する�力�を育�て�る�
ための、�自分の思いを語り合ったり、�価値意識をもって批評�
し�合ったりする鑑賞指導の重視。�
○美�術文�化�の継�承�と�創造�へ�の関�心�を高�め�るた�め�の、よさ�や�美�
し�さ�を�主体�的�に味�わ�う活�動�や、我�が国�の�美術�や�文化�に�関す�
る指導の充実。�

［改善の具体的事項］�（要約）�
○　表現�や�鑑賞�の�幅�広い�活�動�を通�し�て、美術�の�創�造活�動�の�喜�
びを�味�わわ�せ�美術�を�愛好�す�る�心情�を�育て�る�とと�も�に、感性�
を豊�か�に働�か�せて�美�術の�基�礎�的能�力�を伸�ば�し�、生活�の�中の�
美術�の�働き�や�美術�文�化に�つ�い�ての�理�解を�深�め、豊か�な�情操�
を養うことを重視�し�て、次のような改善を図る。�

（ア）�　�「Ａ表現」�を発想や構想に関する項目と、�表現の技能に関�
する�項�目に�分�けて�示�し�、発想�力�や�技能�な�どが�関�連�し�て�働く�
よう�に�内�容の�改�善�を図�る。形�や�色、材料�な�ど�から�性�質�や感�
情、イメ�ー�ジ�など�を�豊�かに�感じ�取る�力�を�育成�す�る�ため、領�
域�や�項�目�な�ど�を�通�し�て�共�通�に�働�く�資�質�や�能�力�を〔共�通�事�
項〕と�し�て示す。�

（�イ�）�　�生�活�や�環�境�の�中�の�造�形�の�よ�さ�や�美�し�さ�な�ど�を�感�じ�取�る�
学習や、�自分の気持ちや伝えたい内容などを形や色、�材料な�
どを�生か�し�て他�者�や�社会�に�表現�す�る学�習�を一�層�重視�す�る。�
安ら�ぎや�自�然と�の�共生�な�どの�視点�か�ら心�豊�かな�デ�ザイ�ンを�
する学習については、鑑賞の視点からの充�実を図る。�

（�ウ�）�　�よ�さ�や�美�し�さ�を�鑑�賞�す�る�喜�び�を�味�わ�う�よ�う�に�す�る�と�と�
もに、�自分の価値意識をもって批評�し�合うなど�し�て、�自分な�
りの�意味�や�価値�を�つく�り�だ�し�てい�く�こと�が�でき�る�よう�に指�
導の充実を図る。�また、�鑑賞に充てる授業時数を十分確保す�
るようにする。�

（エ）�　�我が国の美術についての学習を重視�し�、�美術文化の継承�
と創�造�への�関�心を�高�める。諸�外�国�も含�め�た美�術�文化�や�表現�
の特�質�につ�い�ての�関�心や�理�解、作�品の�見�方を�深�める�鑑�賞の�
指導が一層充実�し�て行われるようにする。�

　これらの改善の方針と具�体的事項に基づいた美�

術�科�改�訂�の�要�点�は、�「�（�1）�目�標�の�改�善」�１�項�目、�「�（�2）�

内容の改善」�４項目となっている。�

［美術科改訂の要点］�（要約）�
（1）�　�目標の改善�
ア　教科の目標では、�「美術文化についての理解を深め」�を加�
え、生活�の�中の�美�術の�働�きや�美�術文�化�につ�い�ての�理�解を�深め、�
豊かな情操を養うことを一層重視する。�
（2）�　内容の改善�
ア　表現領域の改善�
　�「Ａ表現」�の内容を�「�（1）�　�感�じ�取ったことや考えたことなど�
を基に、�絵や彫刻などに表現する活動を通�し�て、�発想や構想に�
関する次の事項を指導する。�」�、�「�（2）�　�伝える、�使うなどの目的�
や機�能�を考�え、デ�ザイ�ン�や工�芸�など�に�表現�す�る活�動�を通�し�て、�
発想や構想に関する次の事項を指導する。�」�、�「�（3　�）�発想や構想�
を�し�た�こと�な�どを�基�に表�現�する�活�動を�通�し�て、技�能�に関�す�る�
次の事項を指導する。�」�と�し�、内容を発想や構想の能力と創造�
的な技能の観点から整理する。�
イ　鑑賞領域の改善�
　我が国の美術についての学習を重視�し�、�第１学年に�「美術文�
化に対する関心を高める」�学習を新たに示�し�、�３年間で系統的�
に美�術�文化�に�関す�る�学習�の�充実�が�図ら�れ�るよ�う�にす�る。自�分�
なり�の�意味�や�価値�を�つく�り�だ�し�て�いく�学�習を�重�視�し�、第�１�学�
年に�「作品などに対する思いや考えを説明�し�合う」�学習を取り�
入れ、３�年�間で�説�明�し�合�った�り�批評�し�合っ�た�りす�る�など�の言�
語活動の充実が図られるようにする。�
ウ　〔共通事項〕の新設�
　表現�及�び鑑�賞�の各�活�動に�お�い�て、共通�に�必要�と�なる�資�質や�
能力を�〔共通事項〕�と�し�て示す。�〔共通事項〕�は、�「Ａ表現」�及�
び�「Ｂ鑑賞」�の学習を通�し�て指導�し�、形や色彩、材料などの性�
質や、�それらがもたらす感情を理解�し�たり、�対象のイメージを�
とら�えた�り�する�など�の�資質�や�能力�が十�分�育成�され�る�よう�に�す�
る。�
エ　表現形式などの取扱い�
　スケ�ッ�チ�や映�像�メ�ディ�ア、漫�画、イ�ラス�ト�レ�ーシ�ョ�ン�など�
は、生徒�が�自分�の�表現�意�図に�合�う表�現�形式�や�表現�方�法な�どを�
選択�し�創意工夫�し�て表現できるように配慮事項に示す。�

　このような改善の方針や�具体的な項目を見てい�

くと、今回の改訂が今まで�とは全く違った新�し�い�

教科観によってなされてい�るのではなく、今まで�

の考え方をさらに推�し�進めるとともに、教科と�し�

ての学習目的や育成すべき�能力について明らかに�

するために整理されたもの�であることが読み取れ�

る。特に、中学校教育全体�の中で美術科が担当�し�、�

育てることを求められてい�る学力や資質を〔共通�

事項〕などによって明らか�に�し�ている。�

　�し�たがって、各題材の実践にお�いては、題材設�

定の理由や学習目標をはじ�めと�し�て、その授業が�

目指す学習の意味を学習指�導要領との関連を明ら�

かにするなど�し�て、より一層分かりやす�く説明で�

きるようにする必要がある�。�

教科の目標�
　表現�及�び鑑�賞�の幅�広�い活�動�を�通�し�て、美�術の�創�造活�動�の喜�

びを�味わ�い�美術�を�愛好�す�る心�情�を育�て�ると�と�もに、感�性�を豊�
かに�し�、�美術の基礎的な能力を伸ば�し�、�美術文化についての理�
解を深め、豊かな情操を養う。�

（1）�教科の目標�

　�「教科の目標」については�、�「美術文化について�

の理解を深め」が今回の改訂�で新�し�く加えられた�

以外、特に大きな変更はない�。�

　新�し�く加えられた「美術文化につ�いての理解を�

深め」については、改正教育�基本法において「伝�

統や文化についての学習の充�実」が謳われ、平成�

20年１月の中央教育審議会答�申でも「改善の基本�

方針」ならびに「改善の具体�的事項」のひとつと�

し�て求められている�（前掲）�。�また、�「改訂の要点」�

では、�「３年間で系統的に美術�文化に関する学習の�

充実が図られるようにする。�」�と�し�ている。すなわ�

ち、我が国の美術文化を中心�と�し�て、その歴史や�

地域、分野などを配慮�し�て題材全体を構成する必�

要がある。�

　その他、目標文中の重要な�ことばの解釈に大き�

な変更はないが、�「感性」�については�「知性と一体�

化�し�て人間性や創造性の根幹�をなすもの」と�し�、�

「生まれながらの資質だけで�はない」と定義�し�て�

いる。さらに、小学校図画工�作科の目標において�

も、�「感�性�を�働�か�せ�な�が�ら」の�一�文�を�新�た�に�加�え�

て、�「感性」�こそが重要な教科性のひ�とつであるこ�

とを強調�し�ている。�

（2）�学年の目標�

　各学年の目標では、�（1）�は関心や意欲、�態度に関�

する目標、�（2）�が「Ａ表現」に関する目標、�（3）�が�

「Ｂ鑑賞」に関する目標につ�いて示�し�、これを一�

体的、総合的に育てていくべ�きものと�し�ている点�

など、現行学習指導要領と比�較�し�て構造的な変更�

はない。学年の系統性におい�ても、第１学年では�

基礎となる資質や能力の定着�を図り、第２学年及�

び第３学年ではそれらの資質�や能力をさらに深め�

たり、活用�し�たり�し�て、創造活動の能力を�より豊�

かにすることを目指�し�ている。今回の改訂の全体�

的�傾�向�で�も�あ�る�が、�「教�科�目�標」か�ら「学�年�の�目�

標」そ�し�て次に示す「内容の構成」�までの関連が�

分かりやすく整理されたと言�える。�

Ａ表現�

2．改訂の基�本方針と要点�

3．美術�科、学年の目標�

1．改訂の背�景�

4．内�容の構成�

大坪　�圭輔�武蔵野美術大学教授　�
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特　�集�だか�ら�、造形教育� 第4回　新学習指導要�領を読む　�―　�Part2

（1）�　�感じ�取�っ�たこ�と�や考�え�たこ�と�など�を�基に、絵�や彫�刻�など�
に表�現�する�活�動�を通�し�て、発�想や�構�想に�関�す�る次�の�事�項�
を指導する。�

（2）�　�伝える、�使うなどの目的や機能を考え、�デザインや工芸な�
どに�表�現す�る�活�動を�通�し�て、発想�や�構想�に�関�する�次�の�事�
項を指導する。�

（3）�　�発想�や�構想�を�し�た�こと�など�を�基に�表�現す�る活�動�を通�し�て、�
技能に関する次の事項を指導する。�

Ｂ鑑賞�
（1）�　�美術�作�品な�どの�よ�さや�美�し�さ�を感じ�取り�味わ�う�活動�を�通�

し�て、鑑賞に関する次の事項を指導する。�
共通事項�
（1）�　�「Ａ表現」�及び�「Ｂ鑑賞」�の指導を通�し�て、次の事項を指�

導する。�

①　�造形的なよさや美�し�さなどに関する鑑賞�
②　�生活を美�し�く豊かにする美術の働きに関する鑑賞�
③　�美術文化に関する鑑賞�

（2）�Ｂ鑑賞�

　�「Ｂ鑑賞」�については知識を詰め込む�ものではな�

く、�自�分�の�中�に�新し�い�価�値�を�つ�く�り�だ�す�創�造�活�動�

と�位�置�づ�け、�次�の�三�項�目�の�指�導�事�項�を�取�り�上�げ�て�

いる。�

表現」の指導における表現形�式や技法、材料など�

については、生徒が自分の表�現意図に合う表現形�

式や表現方法などを選択�し�創意工夫�し�て表現でき�

るようにするためにすべて配�慮事項と�し�て示され�

て�い�る。内�容�とし�て�は、�「ス�ケ�ッ�チ�の�効�果�的�な�活�

用」�、�「写真・�ビ�デオ・コン�ピ�ュータ等の映像メデ�

ィアの積極的な活用」�、�「日本及び諸外国の作品の�

独特な表現形式、漫画やイラ�ス�ト�レ�ーション、図�

などの活用」�「材料や題材については、�地域の身近�

なものや伝統的なものを取り�上げること」が提示�

されている。�

　�「Ｂ鑑賞」については、�「美術館・博物館等の施�

設や文化財の活用」が一層強�調され、連携の重要�

性、総合的な学習の時間や学�校行事、地域に関す�

る行事との関連も示唆されて�いる。�

　また、今回は「知的財産権�や肖像権」について�

配慮�し�、尊重する態度の形成を図る�ことが配慮事�

項となっている。�「解説」�ではいくつかの具体的事�

例を示�し�ながら、知的財産権などが�文化・社会の�

発展に重要であることを気付�かせるような指導を�

求めている。�

　最初に述べたように、今回�の学習指導要領改訂�

が今までとは全く違った新�し�い教科観によってな�

されているのではなく、今ま�での考え方をさらに�

推�し�進めるとともに、教科と�し�ての学習目的や育�

成すべき資質や能力について�明らかにするために�

整理されたものであり、その�「解説」はさらに分�

かりやすさを旨に�し�て編集されていると評�価する�

ことができる。�

　その具体例と�し�て、各項目に多くの事例�が取り�

上げられていることを指摘す�ることができる。と�

くに�「�内容」�部分では、�「例えば」�で始まる題材例�

や実践の場面などが示され、�これを読む教師が具�

体的な授業場面を想定�し�ながらその趣旨を理解す�

ることができる。一方、その�分かりやすさが「解�

説」に示された授業実践事例�と�し�て、安易に指導�

計画に取り上げられていく危�惧もある。中学校美�

術科が担当�し�育むべき資質や能力がわかり�やすく�

説明されたその次には、各現�場での実態に応�じ�た�

豊かな授業実践の開発と工夫�が重要である。�

（おおつぼ　けいすけ）�

6．ま�とめと�し�て：�「解説」の傾向�

5．指導計�画の作成と内容の取扱い�

　今までの�「Ａ表現」�と�「Ｂ鑑賞」�に、�新たに�「共通事�

項」�が加えられた内容構成とな�っている点が、�今回�

の�改�訂�の�最�大�の�特�色�の�ひ�と�つ�で�あ�る。�ま�た、�「Ａ�表�

現」�「Ｂ鑑賞」�も大幅な組み換えと変更、�指導事項の�

明確化によって一層整理�された内容構成となって�

いる。�

（1）�Ａ表現�

　まず�「Ａ表現」�については三項目を示�し�、�（1）�が絵�

や�彫�刻�な�ど�に�表�現�す�る�活�動�の�発�想�や�構�想�の�能�力、�

（�2）�が�デ�ザ�イ�ン�や�工�芸�な�ど�に�表�現�す�る�活�動�の�発�想�

や構想の能力に関する項�目と�し�、�（3）�はそれらの発�

想や構想を基に表現する�活動の創造的技能に関す�

る項目となっている。�すなわち、�絵や彫刻などに表�

現�す�る�学�習�題�材�は、�（�1）�と�（�3）�の�組�み�合�わ�せ�で�構�成�

し�、�デザインや工芸などに表現�する学習題材は�（2）�

と�（�3）�の�組�み�合�わ�せ�で�構�成�す�る�こ�と�が�求�め�ら�れ�て�

い�る。�ま�た、�（�1）�（�2）�（�3）�そ�れ�ぞ�れ�の�指�導�事�項�の�概�要�

は�次�の�よ�う�に�な�っ�て�お�り、�こ�れ�ら�は�全�学�年�に�お�い�

て程度の差はあっても共�通するものとなっている。�

（1）�
ア　�感じ�取�っ�た�こ�と�や�考�え�た�こ�と�な�ど�を�基�に�主�題�を�生�み�出�す�
こと。�

イ　�主題などを基に表現の構想を練ること�
（2）�
ア　�構成や装飾を考えた発想や構想�
イ　�伝達を考えた発想や構想�
ウ　�用途や機能などを考えた発想や構想�
（3）�
ア　�意図に応�じ�て材料や用具を生か�し�、�創意工夫�し�て表現する�
技能�

イ　�制作の順序などを考えながら、�見通�し�をもって表現する技�
能�

　第１学年では①と③が示�され、第２学年及び第�

３学年では三項目とも示さ�れているが、今回の改�

訂における「Ｂ鑑賞」の特�徴と�し�ては、これらの�

鑑賞活動を通�し�て、言語の活用を一層図�ることに�

ある。�第１学年では、�「作品などに対する思いや�考�

えを説明�し�合う」とあり、第２学年及び�第３学年�

では、�「作品などに対する自分の価�値意識をもって�

批評�し�合う」活動を明確に�し�ている。このことは�

前述の平成20年１月の中央�教育審議会答申におけ�

る「言語に関する能力がす�べての学習の基盤とな�

る」との考え方を反映�し�たものと読み解くこと�が�

できる。また、本「解説」�では「Ａ表現」の「主�

題を生み出す」学習活動な�どにおいても文章化す�

るなど自身の考えを言葉に�表すことによって、自�

らの考えを深め、生徒間の�交流を促�し�、客観的な�

見方や考え方の深まる中学�校生徒にとって有効な�

学習となると�し�ている。�

（3）�共通事項�

　�「共通事項」�については、全学年の各領�域を通�し�

て指導する内容と�し�て位置づけ、�「Ａ表現」�「Ｂ鑑�

賞」のそれぞれの指導事項�において適切に位置づ�

け、題材の設定や指導計画�の作成を行うことが求�

められている。�「共通事項」�は下記の二項目である�

が、すべての学習の支えと�なるものと�し�て、形や�

色、材料、光などの具体的�項目を示�し�ている。�

ア　�形や色彩、�材料、�光などの性質や、�それらがもたらす感情�
を理解すること。�

イ�　�形�や�色彩�の�特徴�な�ど�を�基�に�、対象�の�イ�メ�ー�ジ�を�と�ら�え�る�こ�と�。�

　�「共通事項」�は、今改訂からの新�し�い事項である�

だけに「解説」などを通�し�て、各言葉の意味内容�

について十分吟味する必要�があるが、各題材の設�

定理由やねらい、学習の目�的などを精査する中で、�

美術科と�し�ての教科性を明らかにするた�めの視点�

と理解することもできる。�

　�「第３　�指導計画の作成と内容の�取扱い」につい�

ては、今回の改訂で最も多�くの整理や変更、改訂�

がなされたところである。�「第１　�目標」�「第２　�各�

学年の目標及び内容」での�改訂や整理の趣旨を具�

体的に題材と�し�て実践展開する上で、基�本となる�

考え方が示されている。�

　ま�ず「指�導�計�画�作�成�上�の�留�意�点」で�は、�「Ａ�表�

現」�「Ｂ鑑賞」�の相互の関連を図ることに�ついては�

従来どおりであるが、�「共通事項」�を表現及び鑑賞�

の各活動において十分な指�導が行われることを求�

めている。さらに、各題材�のどの場面で指導する�

のかを明確に�し�て、各種指導計画に位置�づけると�

し�ている。�「共通事項」�の視点で今までの学習を�見�

直すとともに、�「共通事項」�の指導内容を意識でき�

るような題材の工夫が重要�である。�

　指導計画作成に際�し�ての表現題材の設定では�、�

「内容の構成・Ａ表現」�でも示�し�たように、�「Ａ表�

現」�の指導項目である�（1）�（2）�（3）�を関連付けて扱う�

こと、すなわち「発想や構�想の能力」と「創造的�

な技能」の関連が資質や能�力の一層の高まりを促�

すと�し�ているが、�指導の効果を高める目的�での�「創�

造的な技能」に関する短時�間題材の可能性も示唆�

し�ている。また、�「描く活動」�すなわち、スケッチ�

や絵、及びグラフィックデ�ザインなど平面上に描�

く�こ�と�と、�「つ�く�る�活�動」す�な�わ�ち、彫�刻�や�工�芸、�

立体デザインなどの立体的�な表現の両方を各学年�

で行うことを求めている。�し�か�し�ながら、第２学�

年及び第３学年ではいずれ�かを選択�し�て扱うこと�

ができると�し�、２年間を通�し�て調和を取ること、�

さらに表現方法を幅広くと�らえることを求めてい�

る。一方、�「Ｂ鑑賞」�については、具体的な配当�す�

べき時間数などは示�し�ていないが、�「各学年とも適�

切かつ十分な授業時数を確�保すること。�」�と�し�、生�

徒や学校の実態、地域性な�どからの効果的な指導�

方法の工夫を求めている。�

　道徳の時間などとの関連�については、�「道徳」�を�

教科と�し�て扱うとする意見なども�背景にあり、さ�

らに今回の改訂の「第１章�総則」で規定されてい�

る事項であることなどから�、十分な配慮が必要で�

ある。�「解説」では、�「美術の創造による豊かな�情�

操�は、道�徳�性�の�基�盤�を�養�う�も�の�で�あ�る。�」とし�て、�

「道徳」と「美術」の教材�の関連性を考えるなど�

の工夫の大切さを提示�し�ている。�

（2）�内容の取扱いと指�導上の留意点�

　今回の改訂では、�「美術科改訂の要点」�にもある�

ように、�今までは各学年の内容に示�されていた�「Ａ�

（1）�指導計画作成上の留意点�



　初�任�の�と�き�で�あ�る。6年�生�の�

授業で、音楽を聴�いてそれを筆�

の動きや色で表現�し�ようという�

題材に取り組んだ�。�「指揮棒を振�

るように、リズム�に合わせて筆�

を上下左右に動か�し�てみよう」�

という言葉で指導�し�た。�

　�し�か�し�、その表現に�し�っくり�

いっていないのが�表情から伝わ�

ってくる。これが�絵？　これが�

るというよりも�、音楽に合わせ�

て体を動か�し�、目の前に起こ�る�

様子の変化とリ�ズムが一致する�

のがなんか嬉�し�いというような�

感�じ�だった。�

　抽象的な表現�は大人っぽい表�

現だと思ってい�た価値観から、�

色や形に自分な�りの意味を感じ�

るその一つのき�っかけなのだと�

いうことに気づ�いた。�

　そ�こ�で�6年�生�で�い�き�な�り�抽�象�

表現に取り組む�のではなく、自�

分�が�受�け�持�つ�4年�生�か�ら�取�り�組�

むことに�し�た。題�し�て「何でも�

色鉛筆」�。�

　初めに私が「�今日から毎回、�

授業の始めに見�えないものを色�

鉛筆で表現�し�てみよう」と言�う�

と、なんだか不�安そうな子ども�

たち。�
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　図工室で子ども�はさまざまな�

ものとかかわりな�がら活動を�し�

ている。例えば、�絵の具と、筆�

と、画用紙と、友�だちやその作�

品と、教師と。そ�れらはパッと�

見てすぐわかる「�かかわり」だ。�

　そ�し�て、子どもをじっ�くり見�

てみる。何色もあ�る共同用絵の�

具をゆっくり見渡�すと、やっと�

1色�を�選�ぶ。瞬�時�に�視�線�を�走�ら�

せ、�もう1色。�小皿に取った2色�

を�眺�め、少�し�悩�ん�で�3色�目�を�取�

る。満足気な顔を�し�て、その子�

は自分の席に帰っ�ていった。�

　こ�の�た�っ�た�1分�余�り�の�中�で、�

その子は何とかか�わっていたの�

だろうか。今、い�いと感�じ�た色�

を自分の感覚とか�かわりながら�

選択�し�、それに組み合わ�せたい�

と思った色を今ま�での経験とか�

かわりながら取り�、最後は自分�

な�り�の�構�想�と�か�か�わ�り�な�が�ら�

選んだ、のかも�し�れない。�

　見�て�い�る�だ�け�で�は�わ�か�ら�な�

い子どもの中で起こる�「�かかわ�

り」�の数々を、できるだ�け逃さ�

な�い�よ�う�に�読�み�取�ろ�う�と�私�は�

必�死�だ。子�ど�も�の�手�の�動�き�か�

ら、�視線から、�つぶやきや会話�

から、そ�し�て作品から。�

　教師�4年目�を�迎え�た今、私�が�

図工で大切に�し�たいことは、�子�

ど�も�が�深�く�自�分�自�身�と�か�か�わ�

る時間だ。自分の�「�好き」�を認�

識�し�、�自分の記憶や経験�を生か�

し�、�造形活動を通�し�て新たな意�

味�や�価�値�を�見�い�だ�す�プ�ロ�セ�ス�

だ。�

　5年生で�「�心の花」�という授業�

を�し�た。共同用絵の具�を黄ボー�

ル紙にぬりなが�ら自分の心と向�

き合う活動だ。�もっともら�し�い�

花をかいていた�子どもが、回を�

重�ね�た�あ�る�日、青�1色�で�画�面�を�

ぬりつぶ�し�た。驚きつつも、�そ�

の子の中で何か�が始まったこと�

にワクワク�し�た。真っ青な画�面�

の上を走る一筆�一筆にその子な�

りの意味があっ�た。図工室で、�

この瞬間が少�し�でも多く子ども�

に訪れるよう奮�闘�し�ている。�

（こばや�し�　くみこ）�
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ハーブの香り等。�

　初めは手の動きが鈍�く、考え�

ることが多かった子も�まずは描�

いてみるようになり、�表現に対�

し�て思い切りが出てき�た。さら�

に、考えては色を塗り�、また考�

えるという繰り返�し�ができるよ�

うになった。�

　ある日の授業で数種�類のハー�

ブの中から香りを選ん�で描いた。�

　ミン�ト�の香りを描いたとい�っ�

て持ってきた子どもの�作品に赤�

色で勢いのある線やコ�ンペイ�ト�

ウみたいな形が描いて�あって、�

ほかの子の爽やかな感じ�とは違�

った雰囲気になってい�た。�

　私は赤色からアップ�ルミン�ト�

と間違えたのかなと思�って聞い�

てみると、�「スーっとする感じ�の�

中に苦い感じが�し�て、私は苦い�

　�「第1回目は�レ�モンだ。�さあ食�

べよう」と、輪切り�レ�モンをみ�

んなで試食�し�た。うまいという�

声が多いことと皮ま�で食べて�し�

まうことに驚いたが�、始めの不�

安そうな顔もすぐに�どきどきの�

好奇心いっぱいの顔�になってい�

る。とにかくこの味�を表�し�てみ�

たい。�

　�「�ま�ず�は�色�か�ら�始�め�て�く�だ�さ�

い。何か足りないな�と思ったら、�

ほかの色や線とか形�を混ぜてみ�

て、自分の感じたこ�とにぴった�

り合うようにいろい�ろ実験�し�て�

みてください」�

　4か�月�の�間�に�挑�戦�し�た�の�は�レ�

モンの味、カ�レ�ー用スパイスの�

香り、�効果音、�動物の鳴き声�（コ�

ア�ラ�な�ど�聞�い�た�こ�と�の�な�い�も�

の�）�、箱�の�中�に�あ�る�も�の�を�触�る、�

のは苦手だから赤�色で嫌な感じ�

に�し�てみた」と説明�し�てくれた。�

　すごいと思った�。ミン�ト�と聞�

いて爽やか、スー�っとするなど�

の既存の価値観で�はなく、その�

匂いの奥からに苦�味を見つけて、�

さらに自分はそれ�が苦手だとい�

う気持ちまで含め�て自分なりの�

感�じ�方、表�し�方を�し�ている。�

　教師側の思いを�子どもたちの�

真剣さが軽々飛び�越えて�し�まう、�

そんなことが授業�の中ではよく�

ある。これからも�そんな子ども�

の瞬発力が飛び出�すような授業�

を�し�ていきたいと思って�いる。�

思っているうちに�、また生まれ�

るであろうそんな�瞬間を想像�し�

て、嬉�し�くなってにやに�や�し�て�

し�まうのである。�

（たかは�し�　ふみき）�

いいの？　という�子どもの素直�

な表情に焦った私�は、抽象的な�

表現とはこういう�ものだとひた�

すら押�し�付けがま�し�く語り、な�

んとも�し�らけた授業にな�って�し�

まった。�

　あ�る�学�校�の�2年�生�が�同じ�よ�う�

な授業を�し�ていた。リズムに合�

わせて太鼓を叩く�ように、なん�

とも楽�し�そうに活動�し�ている。�

そこでは音楽を自�分なりに受け�

止めて感じ取った�ものを表現す�

抽象表現�と�子�ど�も�

　静�岡�県�教�育�研�究�会�浜�松�大�会�

のため、�市内の美術の先生と�夜�

遅�く�ま�で�根�を�詰�め�て�の�研�修�が�

続く。�

　そんな時、�ふと、�以前国語科�

の�先�生�と�コ�ラ�ボ�レ�イ�ト�し�た�こ�

とを思い出�し�た。�その先生から�

は、�いつも多くのこと�を学ばせ�

てもらった。�また、�互いの教科�

の�魅�力�に�つ�い�て�も�話�し�合�っ�た。�

そ�こ�で、合�科�的�な�題�材�を�行�い、�

そ�れ�ぞ�れ�の�教�科�の�魅�力�を�生�徒�

た�ち�に�感�じ�取�っ�て�も�ら�お�う�と�

考えた。�

　修�学�旅�行�で�感�動�し�た�場�面�を�

国語では俳句や短歌�に、�美術で�

は�切�り�絵�に�し�て�組�み�合�わ�せ�た�

題材で、�美術作品の中に�俳句や�

短�歌�を�入�れ�た�風�景�の�切�り�絵�が�

できあがった。�短歌、�俳句と切�

り�絵�に�日�本�人�の�研�ぎ�澄�ま�し�た�

表現の共通点を見つけ�、�短歌を�

深�め�る�こ�と�で�絵�の�内�容�が�深�ま�

り、�切り絵の表現から良�い言葉�

がひらめく。�時に互いの授業に�

参加�し�、�自由に考えを伝�えあう�

など、�教師も生徒も本当�に楽�し�

んだ。�

　授�業�は、�「出�会�い」で�あ�り、�

「出会い」�が学びのきっかけと�

なる。�私自身もこの先生�と出会�

い、�国語と美術が出�会い、�そ�し�

て、素�晴�ら�し�い�作�品�と�出�会�っ�

た。�

　�「�一�期�一�会」茶�会�に�臨�む�そ�の�

機�会�は�一�生�に�一�度�の�も�の�と�心�

得�て、主�客�互�い�に�誠�意�を�尽�く�

す。�授業に臨むその機会は�一生�

に一度。�志半ばで教壇に立�てな�

くなったこの先�生は、�この言葉�

の意味を噛み�し�め、�授業に臨ん�

でいたに違いな�い。�

　�「�明�日�の�授�業�は、ど�ん�な�出�会�

いにする？」�先生の言葉が聞こ�

え�そ�う�だ。明�日�も�が�ん�ば�ろ�う。�

力がわいてきた�。�

（まえだ　かず�し�げ）�

東京都小金井市立緑小学校�
高橋　�史樹�

あ�る�日�の�ひ�と�こ�ま�
小林　�久見子�（東京都目黒区立�東根小学校）�

授業�は�「一期一会」�
前田　�一成�（静岡県浜松市立�入野中学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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1．題材の魅力�

教材研究�
小　�学　�校�

2．指導のポ�イ�ン�ト�

3．子�ど�も�の活動� 4．たの�し�か�っ�た。なぜな�ら�…�

　ミラーカー�ド�に図をかきこみ、ミラ�ーカー�ド�を�

90度に折ることで、絵が�３Ｄのように飛び出�し�て�

見える。�

　指導のポイン�ト�と�し�て、導入時に児童には�以下�

の４点を理解させたい。�

①シンメ�ト�リーの像の半分をかくと、�正像が浮か�

び上がること。�

ミ�ラ�ー�カ�ー�ド�「鏡�の�見�た�夢」�
～�ミ�ラ�ー�シ�ー�ト�を�使�っ�た�美�し�い�だ�ま�し�絵�（工作、�高学年）�～�

東京都稲城市立稲�城第二小学校　�萩原　�稔�

②絵を空中に浮かせるこ�とが可能であること。�

③カー�ド�の両面にかくと、空間を�十字にクロスさ�

せて構成することが可能�であること。�

④�穴�の�中�に�絵�を�通�す�こ�と�が�可�能�で�あ�る�こ�と。�

　まずは、ミラーカー�ド�に絵を直接かかずに、�ミ�

ラーカー�ド�の片面の大きさに切った画用�紙を何枚�

も用意�し�、そこに色鉛筆やサイン�ペンで絵をかか�

せ、�シンメ�ト�リーの概念を学習させる�（ここまでな�

らば、低・中学年でも十分�に学習できる）�。�

　あとは、油性カラーペン�や水性カラーペンなど�

で、�「2.�指�導�の�ポ�イ�ン�ト�」を�参�考�に�し�な�が�ら、直�

接、ミラーカー�ド�にかきこんでいく。�

＊�こ�の�実�践�は�前�任�校�・�東�京�都�世�田�谷�区�立�京�西�小�学�校�

のものである。�

＊材料は新日�本造形株式会社�で売り出されてい�る�「�ミ�

ラーペーパー８�つ切判�（10組）�」�をカー�ド�サイズに切�

って使用�し�た。�

　授業終了後に児童に感想を�聞いてみた。�「たの�し�

かった。なぜなら、ちょっと�かいてはカー�ド�を折�

って映りこみの像を確認�し�て、またちょっとかい�

てはカー�ド�を折って像を確認�し�てという作業がた�

の�し�い。�」と児童が言っていた。�

　つくる途中で確認�し�たり、試行錯誤�し�たり、気�

づいたりする経験が、児童た�ちの自分なりの表�し�

方の発見につながったのなら�うれ�し�い。�

（はぎわら　みのる）�

穴の特徴を生かした作品�

�

ある角度から見るとカメレオンが見え、ある角度から見るとカメレオン�
が見えなくなる作品�
�

ミラーを水たまりの水鏡に見立�
て、そこに雲が映りこむ作品�

カメラのレンズの部分に被写体�
がトリミングされて映る作品�

穴、十字にクロスの特徴を生かした作品�

浮く、十字にクロスの特徴を生かした作品�

床面に対して、絵が立ち上がったり、浮き上がったりする作品�

�

浮く、シンメトリー、十字にクロス�
の特徴を生かした作品�
�

シンメトリー、十字にクロスの特徴�
を生かした作品�

カードの折り角度を鋭角にし、�
絵を2重ではなく、7重、8重に�
映りこませる作品�



14 15

1．は�じ�め�に�

教材研究�
中　�学　�校�

自然�への�畏敬�を�新�た�に�、�感覚�を�磨�く�
～生�き�る�力�を�支�え�る�美術授業�と�は�～�

静岡県静岡市立清�水両河内中学校　�宇佐美　�ひか�り�

「命」の形を白い粘土で造�形化する。�

　テーマにそって作品づく�りをする者、戸惑いつ�

つ指先の触覚を活用するう�ちテーマに出会う者と、�

過程に２タイプがあった。�

　作品タイ�ト�ルに�「水を吸い上げる命」�「くねくね�

の命」�「支える根」�「ガサガサシーン」な�ど、それ�

ぞれの生徒の視点が出てい�た。�

　自然現象というテーマは�、自然物に比べてなん�

とも壮大で、抵抗感があり�、より形と�し�て見えづ�

らい。一方で、見えにくい�ものゆえ小手先の作品�

でまとまらず、創造的に抽�象化が引き出せるので�

は、ととらえた。�

　そ�し�て、○○技法を使った平面�構成といった練�

習的な要素よりも、�生徒の思い�（自分が表�し�たいこ�

んな自然現象の一場面）�を軸に、�技法はそれに合っ�

たものを選択するという手�法をとっていった。�

　以前に、野菜などを切っ�たりスケッチ�し�たり�し�

たものをもとに単純化�し�て、構成へつなげるデ�ザ�

イン学習を行ったことがあ�る。その時は、２年生�

も週２時間の授業時数があ�り、系統だった色彩学�

習を別に時間をとることが�可能だった。�

　現在、週１時間という時�間の中で、長くかかる�

大きな題材の中でも、必ず�１時間ごと、さらなる�

目標、また個人の思いやテ�ーマにそった目標が持�

てるよう、カリキュラムづ�くりを意識�し�ている。�

色彩学習も、各自がテーマ�を追求する中で取り入�

れるように�し�た。�

　技術面で、斜投影図法は�簡単な作業を試�し�に行�

ったが、等角投影、一点透�視、二点透視は軽く触�

れて、あくまでも自分の設�定�し�たテーマに合った�

色、形の追求に重点を置い�た。思いが強ければ技�

能面もそれに伴ってついて�いく者もいる。�

　一方、製図的な立体感を�無理に追求�し�なくても、�

グラデーションや線の美�し�さで独自の魅力を引き�

出せる者もいる。生徒の思�いに重点を置き、無理�

にその子に合わない時間の�かかる技法を押�し�つけ�

る必要もないと感じた。�

　私が授業で用いる方法で�、質より量を出�し�てい�

く「ブ�レ�ーンス�ト�ーミング」がある。自�然現象か�

ら、連想ゲームの中で数分�間に33も書き出せる生�

徒もいれば、二つくらい�し�か浮かばない者もいた。�

　例えば、音、光、太陽、�風、水の流れ、雲、金�

属、物が落ちる、地震…な�どがある。互いの連想�

を聞いた後、理科の便覧など�を活用�し�ながら、各�

自が造形化�し�やすいテーマ設定とアイディ�アスケ�

ッチを通�し�て、より深めていく時間�を持った。�

　事前に草間彌生やバザルリ�ーの作品、先輩の生�

徒作品を紹介�し�、鑑賞カー�ド�に記入�し�て、感�じ�た�

ことを話�し�合った。発想を引き出す�土台と�し�て鑑�

賞の環境づくりは重要だ。日�頃から作家や美術作�

品、美術館の催事の紹介、生�徒作品の掲示など、�

生徒の目に触れるように心が�けている。�

　これまで、時間をかけた作�品はすべて校内に展�

示�し�てきた。生徒の反応は「�自分の作品が飾られ�

るのは恥ずか�し�いが、みんなの作品を見る�のは楽�

し�い。�」�との声もある。制作後も互い�の鑑賞会、そ�

し�て自己評価による分析も行�う。もともと色や形�

といった曖昧なものを言語化�し�て認識することで、�

各個人の鑑賞の目は育ってい�くように思う。�

　造形の大切な要素と�し�て「伝達」がある。それ�

を無視�し�た時、作品は単なる自己満�足で終わって�

し�まう。自分のテーマが人の�目にどう映っている�

か反応を知ると同時に、よい�作品の造形要素を具�

体的に認識できる機会である�。�

　また、事前に設定�し�た評価基準で高い評価の作�

品は当然見ごたえがあるが、�それ以外の作品にも�

その子ら�し�さの出たものを私一人で�抱えるのがも�

ったいない気が�し�たからだ。校内のいろい�ろな目�

に触れることでさまざまな感じ�方に触れ、選ばれ�

た者だけでなく、全員が見せ�るという自己表現に�

プライ�ド�を持たせたい。�

　私は授業を考える上で、Education through art

（美術を通�し�ての教育）�を意識�し�ている。ただ技術�

の習得や、クラフ�ト�的に見た目にいい小手�先のも�

のづくりでなく、授業を通�し�て新たなものの見方�

を習得�し�たり、自分自身と真剣に向�き合ったりす�

る時間に�し�たい。�

　�「自分は何を表�し�たいのか」�「自分とは何か」�、�制�

作を通�し�て絶えず生徒の内面に変容�がもたらされ�

るように、場を整えたり支援�し�たりできるように�

なりたいと思う。� （うさみ　ひかり）�

6．全員の作品展示�

5．発想�を�引�き�出す�

3．生�き�ている�樹木の「命�」の形�

4．�自然現象�と�い�う�テ�ーマ�（�2年、�デザ�イ�ン�）�

　山に囲まれた自然豊か�な本校は、各学年１クラ�

スの小規模校である。通�勤の道すがら、四季折々�

の木々の変化が目に麗�し�い。そこに生まれ育ち、�

生活するものにとっては�、自然は取り立てて自覚�

することのない生活の一�部なのかも�し�れない。�

　�「自然への憧憬」とい�うべき感情は、�「ふるさと�

は、遠くにありて思ふも�の」と、離れた視点に立�

脚�し�た時や、旅人の旅情により�近いと考える。そ�

し�て、美術や表現にかかわる者�にとって、造形化�

の過程でそう�し�た「離れてみる視点」�は重要な気�

がする。�

　�「生きる力」�が叫ばれて久�し�い。今回の学習指導�

要領改訂においても重要�なキーワー�ド�であろう。�

一方、自殺が相次ぎ、報�道や情報の波が新たに連�

鎖や誘発を引き起こ�し�ているかの疑念さえ起�きる。�

　また、引きこもり、バ�ーチャル世界に生きる若�

者の出現は人類へ対する�何らかの警鐘か…、今こ�

そ自然に立ち返り、五感�を働かせることで、生き�

ている実感を取り戻す必�要性を感�じ�る。�

　１年生の授業で、�真新�し�いスケッチブックに�「植�

樹�し�よう」と、木を描かせる。�観念で描かれた細�

い木、�太い木、�枝の先が太くて幹の根元�が細い�「変�

てこな」木、子どもの数�だけ千差万別だ。その後、�

校庭に出て本物の木から�友達になれそうな相手を�

見つけ、五感で感じ取っ�たことをスケッチや言葉�

でまとめ、皆に発表する�。�

　そ�し�て、�「生�き�て�い�る�っ�て�ど�う�い�う�こ�と�？」と、�

大それたテーマをいきな�り投げかけた。実際は見�

え�な�い、生�徒�自�ら�が�感�じ�取�っ�た�生�き�て�い�る�木�の�

2．五感�を�働かせて�

7．おわ�り�に�
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　昨年度まで勤務�し�ていた岩手県雫石町立大�村小�

学校での実践を紹介�し�ます。大村地域は山間�部に�

あり、周辺の山々は四季�折々に表情を変え、自然�

に恵まれた地域です。大�切なふるさとの自然から�

材料を見つけ、その材料�の特徴やよさを生か�し�て、�

学校や地域を飾るための�作品をつくる題材です。�

（1）�本題材のねらい�
　自然の材料のよさに関�心をもち、飾った情景を�

想像�し�ながら、自分の思いに合�うように材料の特�

徴を生か�し�て楽�し�くつくることができる。�

（2）�各段階での子どもの様�子�
①事前の段階�（１時間）�
　学校近くの森の中から�材料に�し�たい木やつる、�

木の実、葉、砂などを集�めま�し�た。おも�し�ろい形�

の材料を見つけると、�「どんな組み合わせに�し�よう�

かな」と話�し�ながら、５・６年生８名�で協力�し�て�

材料を集めることができ�ま�し�た。�

②着想・発想・構�想の段階�（１時間）�
　子どもたちは大村の自�然を「大切な自分たちの�

宝物」ととらえ、自然の�材料のもつあたたかい感�

じ�、心が落ち着きやすらぐ感じ�など、自然の素材�

のよさに気づくことがで�きま�し�た。�

　集めた材料を種類ごと�に多目的ホールに広げ、�

その材料を実際に見なが�ら図工ノー�ト�にアイディ�

アスケッチを�し�ま�し�た。漠然と�し�たイメージのス�

ケッチをする子や材料・�用具の細かい計画を立て�

る子など、一人一人がそれ�ぞれの活動の見通�し�を�

もちま�し�た。�

③表現の段階�（５時間）�
　�「見る人に楽�し�い気持ちになってほ�し�いな」�「び�

っ�く�り�さ�せ�た�い�な」�「音�が�出�る�よ�う�に�つ�く�り�た�い�

な」など、自分のイメージ�を広げながら、丸太、�

枝、小枝、つる、木の実、�葉、石、砂などのさま�

ざまな材料を組み合わせ、�これまでに経験�し�てい�

る技法を使って表現を楽�し�むことができま�し�た。�

　丸太を自分の好きな厚さ�にのこぎりで切ったり、�

長い枝を同�じ�くらいの長さに何本も切り�そろえた�

りする活動は時間がかかり�ま�し�たが、自分のつく�

りたいイメージに向かって�意欲的に表現�し�ていく�

ことができま�し�た。�

　また、表現途中でお互い�の作品を見合いながら、�

材料のよさや表現の工夫に�ついて話�し�合いながら�

活動を深めていきま�し�た。�

④鑑賞の段階�（１時間）�
　完成�し�た作品を校舎内に飾りま�し�た。お互いの�

作品のよさやおも�し�ろさを味わいながら自然の�素�

材のよさを実感することが�できま�し�た。�

　地域の自然素材は子ども�たちにとって身近な材�

料ですが、目を輝かせなが�ら素材の特徴を生か�し�

て思いを広げ、表現�し�ていく子どもたちの姿か�ら、�

子どもたちの思いを刺激す�る魅力ある題材である�

と実感することができま�し�た。�

（へんみ　めぐみ）�
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　本校は醤油で有名な千葉�県野田市にあり、児童�

数913名で、市内では最も�大きな、創立136年の伝�

統がある小学校である。校�舎は古いが、学校中に�

常時200点近くの児童の絵�が飾ってあり、�作品から�

活気や温かみを感じられる�校内となっている。�

◆驚きや感動から出�発する造形�

　昨年度、本校は第67回全�国教育美術展において�

全国学校賞�（教育美術振興会会長賞�）�を受賞�し�た。�

審査員の先生方から「南部�小の絵は子どものつぶ�

やきが聞こえる」というお�言葉をいただいた。�

　本校では絵の題材と�し�て、地域の方に獅子舞�を�

児童の前で踊っていただい�たり、ザリガニ釣りや�

焼き芋づくりなど、できる�限り実物に触れたり�し�

て、体験させたものを描く�ように�し�ている。�

　また、本の読み聞かせを�し�て、児童の心に何か�

感�じ�るものを持たせてそれを絵に�する。驚きや感�

動から出発�し�、上手に描くというよりも�、迫力や�

勢い、そのものの雰囲気な�ど、感�じ�たことを絵に�

するように声をかける。さ�らに、割りば�し�ペンと�

墨汁で下がき�し�、描画の線自体にも迫力�や味わい�

が出るようにさせている。�制作の都度、子どもが�

感�じ�たことを意識�し�て表現させることで、みず�み�

ず�し�い感性を磨いていこうと実践�し�ている。�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

1．は�じ�めに�

2．実　践�

3．おわりに�

自然�で�ア�ー�ト�　�～大村�か�ら�の�お�く�り�も�の�～�（第5・6学年）�

◆色遊びの偶然性を生�か�し�て�

　本校では画材を工夫�し�、和紙の上に水をのば�し�

て、その上に色をつけ、模様�をつくる色遊びを行�

っている。これは遊びなので�、子どもたちは楽�し�

く行っているが、その中でも�色の美�し�さや響き合�

いを肌で感�じ�、色の感性を磨いていく。�

　それを下地と�し�て絵を描くとき、下にぬ�ってあ�

る色が、重色により予想も�し�なかった効果を生み、�

そこでまた、作者である子ど�も自身が新�し�い自分�

を発見することとなる。�

　子どもたちは大変熱中�し�て絵を描いている。制�

作過程の中で遊びや感動の場�をつくり、熱中�し�て�

描く中で生まれる作品からは�、まさに子どものつ�

ぶやきが聞こえる。これから�もこのような絵を目�

指�し�ていきたい。� （�し�のつか　かつみ）�

学校�ア�ー�ト�大作戦�

【図工室・美術室オンラインとは】�
　このたび、�WEBマガジン�「図工室・�

美術室オンライン」�を創刊いた�し�ま�し�

た。�「図工�室�・�美�術�室�オ�ン�ラ�イ�ン」は、�

明日の授業で使え、�子どもの心に響く�

よ�う�な、�「な�る�ほ�ど�！　そ�う�な�の�

か！」�「こ�れ�は�是非�み�ん�なに�教�え�てあ�

げたい！」�と思えるような図画工作・�

美�術�教�育�に�関�す�る�情�報�を�発�信�す�る�

WEBマガジンです。�

【アクセス】�
　開隆堂のホ�ームページhttp://www.

kairyudo.co.jpか�ら�ア�ク�セ�スし�て�い�た�

だけ�ま�す。�「図�工室�・�美�術室�オ�ン�ライ�

ン」�で検索�し�ていただくこともできま�

す。�

【応募要項】�
　詳�し�くはWEBページをご覧下さい。�

採�用�の�場�合�に�は�図�書�カ�ー�ド�を�差し�上�

げます。�

【貴重な情報をお寄せ下さい！】�
　こ�の�WEBマ�ガ�ジ�ン�は、先�生�方�か�ら�

お�寄�せ�い�た�だ�い�た�情�報�に�よ�っ�て�成�り�

立つ�「�参加型」�のコーナーです。ご覧�

になっている先生方も�「�こんなおも�し�

ろい情報があるよ」�など、図工・美術�

教育の発展のために、�みんなで共有�し�

た�い�貴�重�な�情�報�を�必�ず�持�っ�て�い�ら�っ�

し�ゃるはずです。�そんな貴重な情報を�

是非お送り下さい！�

WEBマガ�ジ�ン�「図工室・美術室�オ�ン�ラ�イ�ン�」�サ�イ�ト�開設の�ご�案内�

明日�の�授業�に�使�え�る�！　�子�ど�も�の�心�に�響�く�！　�「目�か�ら�ウ�ロ�コ�」�の�知恵袋。�

図工室�・�美術室�オ�ン�ラ�イ�ン�

子�ど�も�の�つ�ぶ�や�き�が�聞�こ�え�る�絵�
千葉県野田市立南部�小学校　�篠塚　�勝美�

岩手県九戸村立伊保�内小学校　�邊見　�恵�

造形ピックア
ップ�

造 形 プ ラ ザ �


